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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，行動免疫と呼ばれるヒトの感情的システムの心理的・生物的基盤に
ついて，明らかにすることであった．一連の調査や実験から得られた知見は，食行動や配偶者選択といった基本
的な人間行動の解明に際して，少なくとも部分的には行動免疫に配慮する必要のあることを示唆するものであっ
た．また，国際比較や双子研究から得られた知見は，個人の行動免疫特性が，遺伝と環境の双方からそれぞれ影
響を受けて形成される適応的な心理的傾向であることを示すものであった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the psychological and biological 
basis of human emotional system that is called the Behavioral Immune System (BIS). A series of 
researches and experiments suggested that our basic behaviors such as eating and mating could be at 
least partially associated with the BIS. In addition to that, the findings obtained from our 
international comparison study and twin study indicated that the BIS is an adaptive individual 
tendency that is affected and formed both by environment and by heredity.

研究分野： 健康心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，行動免疫が，身体的免疫システムと同様に，我々の生存や繁殖に有利となるよう進化し
た適応的な心理的性質である可能性を示した点である．加えて本研究では，行動免疫システムが活性化すること
で，放射能汚染に関する風評被害や，エイジズムが増長する可能性が明らかとなった．これらの知見は，差別や
偏見など，解決すべき今日的な社会問題に対する適切な対処方略を考案するうえで有用と考えられる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ヒトの免疫システムは，ウィルスや細菌など，外部から侵入して身体の健康を脅かす異物の

攻撃や排除のために機能している．このような免疫反応は，風邪に対する咳や発熱のような「症
状」，あるいは，突発音に対する反射や，光に対する瞳孔の調節などと同様に，個体が生存を維
持するために，できるだけ速やかに反応するよう自動化されている（Nesse & Williams, 1994）．
「行動免疫仮説」（Schaller & Duncan, 2011）とは，怒りや嫌悪，罪悪感などの感情やそれ
に基づく行動も，身体における免疫反応と同様に，ヒトの生存や繁殖上の適応を脅かす事
態や状況に対処するために進化した心理システムの一部とみなす仮説である．例えば Schaller 
et al.（2003）は，「内集団ひいき」が，明るい部屋より暗い部屋で行った実験で生じやすいこ
とを示し，この傾向は，我々の祖先が，夜間における外敵の襲来から身を守るため，凝集性を
高めていたことの名残だろうと述べている．また，Cottrell & Neuberg（2005）の調査では，
白人大学生に自身と異なる属性を持つ様々な集団に抱いている感情を評定させたところ，「恐
怖」はヒスパニック系人種，「嫌悪」は同性愛者への評定値がそれぞれ他の集団への評定値より
高いことが示された．このことは，略奪されるなどの暴力的な脅威と怒り，HIV など病気の感
染に対する脅威と嫌悪が，それぞれ結びつきやすい感情であることを示すものである．我が国
では，暴力脅威が喚起された条件では男性に，感染脅威が喚起された条件では女性に内集団ひ
いきが生じること（横田・結城，2010），また，男性よりも女性において，自分に有益な相手
に迷惑をかける行為が，そうでない相手に迷惑をかける行為よりも罪悪感と結びつきやすいこ
と（八木・大坪，2013）が報告されており，それぞれの性に適応的に進化した感情がある可能
性が論じられている．このように，感情研究の領域において，行動免疫仮説を支持する知見が
蓄積されつつある． 

 
２．研究の目的 
ただし一方で，先行研究の問題点も指摘できる．例えば，行動免疫が仮定する感情機能が，

自動的に発現する心理的システムであるならば，認知過程における無意識的側面と感情状態と
の対応を明らかにする必要がある．また，行動免疫を適応の所産として扱う場合には，このシ
ステムにより発動した感情が，個人にどのような利益をもたらすかを検証する必要がある．さ
らに，行動免疫の進化を証明するためには，感情を規定する遺伝要因と環境要因を区別・測定
して，それらの影響力の比較をしたり，国や地域差を検討したりする必要があるだろう．本研
究の目的は，以上のような先行研究の不備や不足を改善して行動免疫仮説を検証し，最終的に
は，感情問題に起因する心理的不適応や差別・偏見の解決に寄与する介入モデルを提案するこ
とである． 

 
３．研究の方法 
１）認知心理学的実験研究，２）社会心理学的実験研究，３）質問紙調査，４）web 調査を

行った．なかでも，国際比較研究および行動遺伝モデルによる検討を行った点が本研究の方法
上の特長である．なお，本課題は当初３年の研究計画であったが，得られた研究データの一部
について妥当性の確認に時間を要したことから，研究期間を１年延長した．以下に全研究期間
（４年）における主要な研究成果を示す． 
 

４．研究成果 
（１）2015 年度 

1. 食行動と行動免疫との関連を検討するために，measure of food choice values (mFCV
の日本語版を作成した．本尺度では，調理のしやすさ，入手のしやすさ，知覚アピー
ル，伝統性，気分の安定，といった食行動だけでなく，健康に良いこと，環境への配
慮，といった，生存の維持や繁殖の成功と関連の深い食行動が測定される．さらに，
安全性（食べても病気にならない），という，行動免疫と直接結びついた食行動が測
定できる点で有用である．本研究では大学生，勤労者，高齢者，といった幅広い年齢
層からデータを収集し，尺度の妥当性と信頼性を検討した．この結果，日本版 mFCV
はオリジナルの英語版と同一の因子構造と一定の信頼性を有することが明らかとな
った．また，この尺度を用いた調査を行った，これにより，大学生の健康ローカスオ
ブコントロール傾向（自身の健康状態を自分でコントロールできると考える傾向）は，
行動免疫特性と関連が強いと仮定された本尺度の「安心・安全」な食品の摂取志向と
弱い性の相関があるものの，「健康に良い」食品の摂取志向性の方が関連が強いこと
が明らかとなった． 

2. 女性にとって，繁殖のパートナーとなる男性の子供への投資能力は重要であるが，男
性に投資能力があっても，自分以外の女性に投資されたのでは意味がない．そこで，
架空の男性に対する好みを調べることにより，投資能力と誠実さのどちらが重視され
ているのか検討した．10代から 40代までの女性 820 人に対して Web 調査を実施した
ところ，男性の収入の多さよりも，それを家族に投資する割合の大きさの方が好みに
影響を与えていた．行動免疫は繁殖成功度を高めるためのメカニズムであることから，
本研究の結果は，性的魅力と行動免疫との関連を検討していく必要性を示唆するもの
といえる． 



3. 福島第一原発事故を発端とする福島県産農作物などへの風評被害について，それが引
き起こされる背景には感染症や「汚れ」にたいする過剰な行動・心理面での反応があ
るのではないかという仮説について，実証データを交えつつ論じた．本研究の結果は，
農作物の安全性への関心を，行動免疫の観点から検討する必要を示唆するものであっ
た． 

（２）2016 年度 
1. 日本・フィリピン・マレーシアの大学生を対象に質問紙調査を行い，感染脅威や外集

団脅威と高齢者に対する否定的態度（エイジズム）との関連を検討した．この結果，
フィリピンおよびマレーシアサンプルの男性において，感染脅威とエイジズムとの間
に有意な正の相関が認められた．他方，日本サンプルの男性においては，外集団脅威
とエイジズムとの間に有意な正の相関が認められた．フィリピンやマレーシアのよう
に感染リスクが高い熱帯地域の国々では，高齢者をウィルスキャリアとみなして嫌悪
感情や否定的態度が生じやすいと思われる．これに対して日本では，他の 2国よりも
民族多様性に乏しいことから，高齢者を外集団とみなして排除しようとする否定的な
心理メカニズムが生じやすいと思われる．ただし，女性に関しては上記の結果は適用
しがたい．これらのことは，行動免疫仮説を検証するうえで，地域性や性差に配慮す
る必要があることを示唆するものである． 

2. 日本人を対象とした大規模オンライン調査を行い，放射能汚染と関連する脅威（核施
設の設置，汚染された食物や居住地域など）と，関連しない脅威（交通事故，火事，
地震など）に関連する質問に回答を求めた．この結果，恐怖や不安の感情は，放射能
と関連する脅威とのみ有意な正の関連を示すことが明らかとなった．加えて，放射能
と関連する脅威は，メディアに対する不信感と正の関連を示した．これらの結果は，
放射能汚染に対する嫌悪感情が，本来は感染脅威に対して発動するはずの行動免疫シ
ステムを活性化させた可能性を示唆するものである． 

（３）2017 年度 
１．日本・マレーシア・

フィリピンにおいて，
大学生（計 1,142 名）
を対象とした質問紙
調査を行った．得ら
れたデータを分析し
たところ，以下の結
果が得られた．すな
わち，１）マレーシ
アやフィリピンの学
生は，日本の学生と
比べて「感染嫌悪（他
人の使った電話は使
用したくない，な
ど）」の傾向が高い．
２）いずれの国にお
いても，女性は男性
よりも感染嫌悪の傾
向が強い．３）「易感
染性（風邪をひきや
すい，など）」傾向に
は地域差や性差はな
い．４）「易感染性」
は「健康状態」との
負の関連があるが
「死への恐怖」とは
無 相 関 で あ り
（Figure 1），これに
対して「感染嫌悪」
は「死への恐怖」と
正の相関があるが
「健康状態」とは無
相 関 で あ る の
（Figure 2）．５）４
は，国の違いにかか
わらず認められる傾
向である．これらの
結果は，１）行動免

Figure 1 (A-B) | Regressions representing the association of health status (A) and fear of 
death (B) with perceived infectability in each of the three countries. 



疫のうち，特に「感
染嫌悪」が，個人の
属性（性別）や生活
環境に適応した進化
的な心のシステムで
あること，２）「易感
染性」は現在の生活
環境への反応が鋭敏
な指標であること，
を示唆するものであ
る．本研究で示され
た知見はこれまで我
が国では報告されて
こなかったものであ
る．また，国際的な
比較研究という意味
でも本研究の結果は
貴重なものである． 

２．生活史戦略の個人差
に感染脆弱意識が及
ぼす影響を調べるた
めに，1,200 名の日本
人成人を対象とした
オンライン調査を行
った．得られたデー
タを分析したところ，
感染脆弱意識が生活
史戦略に及ぼす影響
は，幼少期の社会経
済環境よりも弱いこ
とが明らかとなった．
これは，米国での先
行研究とは異なる結
果であるが，医療水
準が非常に高く，死
亡率が比較的低い，
といった現代日本の
特殊な状況によると
考えられる． 

（３）2018 年度 
1. 行動免疫システムの

個人差が生じる要因
について，１）過去
の感染経験が多い個
人ほど行動免疫傾向が強まる，２）生得的に行動免疫傾向の強い個人が，感染経験が
低くなる，という２つの仮説が想定できる．本研究では web 調査により収集した 619
組の双子データを用いて上記の２仮説を検証した．この結果，PVD に対する遺伝の影
響（分散の説明率）はおよそ 49％で，残る 51％のうち，7％は双生児が共有する環境
から，44％は双生児が共有しない独自の環境から影響を受けると推定された．  

2. 日本・マレーシア・フィリピンの 3 カ国で行った国際比較調査のデータを分析した．
具体的には計 1,142 名の大学生に質問紙調査を行い，行動免疫特性，死への恐怖，健
康状態，性別の変数間の関連を 3カ国で比較した．この結果，以下の点が明らかとな
った．１）熱帯地域に位置するマレーシアとフィリピンの学生は日本の学生よりも感
染嫌悪（不潔など，病気にかかりやすい状況に対する不快感）傾向が強い．２）国の
違いにかかわらず，女性は男性より感染嫌悪傾向が強い．３）易感染性（自分が病気
にかかりやすい性質を持つとの自覚）は，これらの傾向が認められなかった．４）感
染嫌悪は易感染性よりも死への恐怖と正の相関が強かった．５）易感染性は感染嫌悪
より現在の健康状態と負の相関が強かった．４）と５）については国による傾向差が
認められなかった．以上の研究結果は，行動免疫傾向の 2つの下位因子のうち，感染
嫌悪が易感染性よりも進化的な適応として種が獲得してきた性質であり，易感染性は
むしろ現在の健康を脅かす脅威に対する反応傾向であることを示唆するものといえ
る． 

 

Figure 2 (A-B) | Regressions representing the association of health status (A) and fear of 
death (B) with germ aversion in each of the three countries. 
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